
ʬ݄ࠓのւ্҆શඪޠʭ�～ 相乗効果!?  ～

安全確保のためにも是非実践してください！ 作業効率が上がるかも…

では、今月も安全操業で！ย͚Αう！  ຖ日う  漁ધ͔ͩΒ

No. 719
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近
頃
…
８
月
の
お
盆
近
く
に
な
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
高
校
野
球

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
。
と
り

わ
けRio O

lym
pic

に
お
け
る
、
日
本
チ
ー
ム
の
躍
進
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
、
柔
道
、
体
操
、
水
泳
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
卓
球
な
ど
、
か

つ
て
日
本
の
お
家
芸
と
言
わ
れ
た
も
の
が
復
活
し
、
毎
晩
寝
不
足
に
な

る
ほ
ど
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

内
村
選
手
を
筆
頭
に
体
操
男
子
で
は
、
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
を
思
わ
せ
る
様
な
す
ば
ら
し
い
技
。
柔
道

に
お
い
て
は
勝
負
に
こ
だ
わ
り
、
相
手
を
ね
じ
伏
せ
る
力
技
、
ま
さ
に
柔
道
日
本
の
復
活
。
ま
た
、

水
泳
の
萩
野
選
手
（
個
人
メ
ド
レ
ー
）
に
お
い
て
は
、
欧
米
の
体
力
的
に
勝
る
輩
に
も
劣
ら
な
い
、

ス
ピ
ー
ド
あ
る
力
強
い
泳
ぎ
な
ど
、
本
当
に
感
動
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
、
次
の
東
京
大
会
を
視
野
に
入
れ
た
政
府
を
あ
げ
て
の
支
援
の
せ
い
か
、
こ
れ
ま
で

の
戦
い
と
は
違
う
『
世
界
と
渡
り
合
え
る
技
術
、体
力
の
向
上
、勝
負
強
さ
』
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
来
て
、『
日
本
人
も
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
な
ぁ
＝
お
金
を
か
け
て
や
れ
ば
出
来
る
ん
や
』
と
自

分
な
り
に
変
な
納
得
を
し
て
い
ま
す
。

　
『
勝
っ
て
も
、
負
け
て
も
、
一
生
懸
命
や
っ
た
結
果
だ
か
ら
褒
め
て
や
ら
な
い
と
』
と
言
う
意
見

も
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
世
紀
の
祭
典
に
出
る
限
り
は
メ
ダ
ル
を
、
そ
れ
も
真
ん
中
の
一
番
高
い

と
こ
ろ
で
、
一
番
光
っ
て
い
る
も
の
を
も
ら
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
す
る
人
も
見
る
人
も
熱
中
さ
せ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ほ
ど
で
は
到
底
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、遥
か
40
年
前
に
私
も
卓
球
や
、大
学
で
は
ボ
ー
ト
や
ス
キ
ー
な
ど
、打
ち
込
ん
だ
日
々

が
懐
か
し
く
思
え
ま
す
。
も
う
体
力
的
に
、
追
い
つ
い
て
い
く
は
ず
も
な
く
、
テ
レ
ビ
観
戦
を
し
な

が
ら
、『
頑
張
れ
、
も
う
一
押
し
、
気
力
で
負
け
る
な
』
と
言
っ
て
、
応
援
す
る
の
が
関
の
山
で
す
が
、

こ
れ
も
力
が
入
っ
て
（
自
分
も
競
技
し
て
い
る
気
持
ち
に
な
っ
て
）
結
構
楽
し
い
も
の
で
す
。
も
う

し
ば
ら
く
先
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
も
し
機
会
が
あ
れ
ば
、
４
年
後
、
日
本
で
開
催
さ
れ
る
『
東
京

大
会
』
を
、
是
非
、
生
で
観
戦
し
て
み
た
い
も
の
で
す
…
。

表紙の言葉
「小型底びき網漁船」（淡路市仮屋）

No.719   September. 2016

	 ２	 ようそろ
	 ３	 但馬地区	沖合底びき網漁業解禁
	 	 兵庫県水産技術センター見学会･研究発表会
	 ４	 ＪＦ仮屋青壮年部	水産教室
	 ５	 のり養殖技術研修会
	 ６	 兵庫県漁港漁場協会通常総会･漁港漁場大会
	 	 今年も開催	マリンスクール
	 ７	 ＪＦ但馬	５種類の魚醤開発
	 ８	 コープこうべ組合員親子が漁師体験
	 	 明石市漁業組合連合会の勉強会開催
	 ９	 大輪田塾ＯＢ会通常総会
	 	 のり養殖施設への進入事故発生状況
	 10	 兵庫JCC通信
	 11	 旬に想う
	 	 海難事故をなくそう
	 12	 大輪田塾だより

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

リ
オ
か
ら
東
京
へ

兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

常
勤
監
事　

高 

瀬　

博 

文

　今月の写真は、８月にＪＦ仮屋青壮年部が地元小学生
を対象に開催した「水産教室」での一枚です。
　この日は天気に恵まれ、沢山の魚を見ることが出来たほ
か、移動中の潮風やエンジン音、真っ直ぐに伸びる航跡な
ど、漁船に乗ったからこそ出来た体験が、いっぱいあった
と思います。
　「地元の産業である漁業を、身近なものとして捉えても
らえたら」との想いで数年ぶりに行われた漁業見学は、きっ
と夏休みの素敵な思い出となったことでしょう。



3 拓水719号（2016年９月）

　
当
所
で
は
、
日
頃
調
査
研
究
し
て
い
る
課

題
や
、
そ
の
成
果
を
水
産
関
係
者
に
お
知
ら

せ
す
る
と
共
に
、
広
く
県
民
の
方
々
に
水
産

業
を
身
近
に
感
じ
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
こ
の
時
期
に
同
セ

ン
タ
ー
内
で
見
学
会
と
研
究
発
表
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
見
学
会
は
興
味
深
く
、
研
究

機
関
ら
し
い
内
容
を
、
ま
た
、
研
究
発
表
は

よ
り
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　
午
前
中
に
は
、
水
産
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
顕
微
鏡
を
使
っ
た
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
観
察
、
煮
干
し
の
解
剖
、
魚
拓
の
作
成

を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
画
像
や
実
物

の
魚
等
を
見
な
が
ら
の
水
産
業
の
学
習
、
さ

ら
に
は
“
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
”
で
海
の
生
き

物
に
触
れ
る
体
験
な
ど
、
小
学
校
低
学
年
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
の
「
平
成
28
年
度
兵
庫
県
立

農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
水
産
技
術
セ

ン
タ
ー
研
究
発
表
会
」
に
は
、
漁
業
者
を
は

じ
め
、
Ｊ
Ｆ
関
係
者
、
行
政
や
研
究
機
関
関

係
者
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
兵
庫
県
に
お
け

る
水
産
試
験
研
究
の
最
新
の
成
果
に
つ
い
て

報
告
を
し
ま
し
た
。（
別
表
参
照
）

　
今
後
も
、
発
表
が
よ
り
分
か
り
や
す
い
内

容
で
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
来
年
も
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�

（
文
：
県
立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

　
９
月
１
日
（
木
）
か
ら
但
馬
の
主
幹

漁
業
で
あ
る
沖
合
底
び
き
網
漁
業
と
ベ

ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
カ
ゴ
漁
業
が
解
禁
と
な

り
ま
し
た
。

　
初
セ
リ
は
、
９
月
２
日
（
金
）

に
但
馬
の
各
港
（
津
居
山・柴
山・

香
住
・
浜
坂
・
諸
寄
）
で
行
わ
れ
、

沖
合
底
び
き
網
で
獲
ら
れ
た
ア
カ

カ
レ
イ
、
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
が
次
々

に
水
揚
げ
さ
れ
る
な
か
、
浜
は
活

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
沖
合
底
び

き
網
漁
で
は
９
月
～
10
月
は
カ
レ

イ
類
・
ハ
タ
ハ
タ
・
ノ
ド
グ
ロ
な

ど
を
中
心
に
漁
が
行
わ
れ
、
11
月

６
日
（
日
）
に
解
禁
さ
れ
る
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
、
３
月
～
４
月
の
ホ
タ
ル

イ
カ
な
ど
様
々
な
魚
種
を
対
象
に

来
年
５
月
31
日
（
水
）
ま
で
漁
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
５
日
（
月
）
に
は

香
住
西
港
で
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
の
初
競
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
台
風
の
影
響
で
例
年
よ
り

少
な
い
水
揚
げ
の
約
17
ト
ン

で
し
た
が
、
近
畿
圏
唯
一
の
水

揚
げ
港
で
あ
る
香
住
漁
港
に

は
早
朝
か
ら
多
く
の
報
道
陣

の
姿
が
見
ら
れ
、
県
ベ
ニ
ガ
ニ

協
会�

福
本�

好
孝
会
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
セ
リ
担
当
職
員
の

威
勢
の
良
い
声
の
も
と
、
ベ
ニ

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
次
々
に
セ
リ

落
と
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
今

年
か
ら
新
た
に
冷
水
機
を
導

入
し
た
漁
船
が
あ
る
な
ど
、
刺

し
身
な
ど
に
使
わ
れ
る
活
ガ

ニ
を
提
供
し
、
魚
価
向
上
に
繋

げ
よ
う
と
新
た
な
取
り
組
み
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
今
漁
期
の
操
業

安
全
と
豊
漁
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

ベニズワイガニの初セリの様子

但馬地区の沖合底びき網漁業・ベニズワイガニのカニカゴ漁が解禁
　～９月１日に一斉解禁～

平
成
28
年
度 

兵
庫
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
見
学
会
・

研
究
発
表
会
を
開
催

発��表��内��容 発　�表�　者
マダイの「活け」出荷の品質向上について 県立但馬水産技術センター� 主任研究員�鈴木　雅己
計量魚群探知機を使ったホタルイカ漁場の探索 県立水産技術センター資源部� 上席研究員�西川　哲也
ノリ養殖漁場への栄養塩類供給手法の検討と今後の課題 県立水産技術センター資源部� 主席研究員�原田　和弘

（発表順：敬称略）

但馬の各浜は一層活気づきました

見学会では様々な企画を行っております。是非、お越しください



4拓水719号（2016年９月）

各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
８
月
10
日
（
水
）、
Ｊ
Ｆ
仮
屋
青
壮
年
部
（
倉
本�
哲
也

部
長
）
は
淡
路
市
立
学
習
小
学
校
５
年
生
（
45
名
）
を
対

象
に
、
小
型
底
び
き
網
漁
業
の
見
学
な
ど
を
行
う
水
産
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
教
室
は
、事
前
に
子
ど
も
た
ち
、青
壮
年
部
員
、

同
Ｊ
Ｆ
女
性
部
員
ら
で
Ｅ
Ｍ
団
子
を
作
り
、
ま
た
、
淡
路

で
獲
れ
る
魚
に
つ
い
て
考
え
て
く
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
当
日
朝
、
仮
屋
漁
港
内
で
数
隻
の
漁
船
に
分
乗
し

た
子
ど
も
た
ち
が
Ｅ
Ｍ
団
子
を
次
々
に
投
げ
入
れ
て
出
港

し
ま
し
た
。
船
で
10
分
ほ
ど
の
沖
合
で
操
業
中
の
漁
船
で

は
、
タ
コ
や
ハ
モ
な
ど
の
旬
の
魚
の
他
に
、
ホ
ウ
ボ
ウ
や

エ
ソ
と
い
っ
た
普
段
見
る
こ
と
が
少
な
い
魚
が
、
船
上
に

揚
が
っ
た
網
に
入
っ
て
お
り
、
触
っ
た
り
興
味
深
そ
う
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
帰
港
後
は
、
漁
協
会
議
室
に
て
、
ま
ず
、
県
洲
本
農
林

水
産
振
興
事
務
所
水
産
課�

高
倉�

良
太
さ
ん
か
ら
、
県
内

で
漁
獲
さ
れ
る
魚
の
種
類
や
漁
法
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、

田
村�

一
樹
さ
ん
か
ら
は
栽
培
漁
業
と
養
殖
漁
業
の
違
い

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
同
青
壮
年
部

員�
山
口�

公
明
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に
出
し
た
「
淡
路

で
獲
れ
る
魚
」
の
宿
題
の
答
え
合
せ
や
、
魚
の
流
通
、
日

本
近
海
の
海
流
な
ど
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
形
式
で
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
正
解
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
貰
え
る
こ

と
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
盛
ん
に
手
を
挙
げ
て
答
え
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
教
室
に
つ
い
て
倉
本
部
長
は
「
近
年
は
命
の
大

切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
だ
っ
た
が
、
今
年
は
魚
や
漁
業

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
想
い
か
ら
漁
業
見
学

を
行
う
こ
と
に
し
た
。
実
際
に
沖
に
出
る
こ
と
で
、
楽
し

ん
で
学
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
操
業
の

様
子
を
見
た
り
、
魚
を
見
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
子
ど

も
た
ち
に
は
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ＪＦ仮屋青壮年部が水産教室を開催
　～学習小学校５年生が小型底びき網漁業を見学～

元気よくＥＭ団子を投入

揚がってきたタコに驚いたようでしたジャンケン大会もありました



5 拓水719号（2016年９月）

　
９
月
１
日
（
木
）
明
石
市
の
兵
庫
県
立
水

産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

（
田
沼�

政
男
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
平
成
28

年
の
り
養
殖
技
術
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、

ノ
リ
生
産
者
・
関
係
者
ら
約
１
２
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
毎
年
こ
の

時
期
に
ノ
リ
養
殖
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に

必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
し
、

ノ
リ
養
殖
業
の
経
営
安
定
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、

今
年
も
５
課
題
に
つ
い
て
発
表

が
あ
り
ま
し
た
（
別
表
参
照
）。

　
こ
の
日
講
演
を
行
っ
た
県
水

大
気
課　
正
賀
課
長
は
、
昨
年
、

一
部
改
正
と
な
っ
た
瀬
戸
内
海

環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
内
容

に
触
れ
、
今
後
、
同
法
に
基
づ

き
県
の
計
画
を
策
定
し
て
い
く

こ
と
や
、
国
が
行
う
第
８
次
総

量
規
制
と
の
関
係
な
ど
を
詳
し

く
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
松

谷
海
苔
㈱�
松
谷
社
長
は
昨
年

の
流
通
動
向
に
つ
い
て
触
れ
た

後
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
海
外
で
の
ノ
リ
消
費
の
動
向

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
松

谷
社
長
は「
需
要
の
主
力
と
な
っ

た
コ
ン
ビ
ニ
を
意
識
し
た
ノ
リ

づ
く
り
」
の
提
案
や
、
海
外
で

の
日
本
食
ブ
ー
ム
の
高
ま
り
か
ら
「
世
界
で

の
需
要
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
っ

た
持
論
を
展
開
さ
れ
、「
ノ
リ
需
要
は
高
ま
り

つ
つ
あ
る
、
今
の
生
産
量
を
維
持
出
来
れ
ば
、

今
後
に
希
望
が
持
て
る
の
で
は
な
い
か
」
と

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
熱
心
に

聞
き
入
る
参
加
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ノ
リ
養
殖
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
で
研
修

　

～
平
成
28
年 

の
り
養
殖
技
術
研
修
会
～

題　　　　目 講師・発表者

瀬戸内海環境保全特別措置法改正の概要と県の取組� （講演） 正賀　　充（兵庫県農政環境部環境管理局水大気課�課長）

平成28年度漁期に向けて� （研究発表） 小西　　好（ＪＦ兵庫漁連�兵庫のり研究所�課長代理）

養殖ノリの高水温耐性株作出に向けた取り組み� （講演） 二羽　恭介（兵庫県立水産技術センター�主席研究員）

海苔の消費流通動向及び近年の相場について� �（講演） 松谷　　晃（松谷海苔株式会社�代表取締役社長）

のり養殖時の安全対策について� （報告事項） 戸川　義徳（神戸海上保安部航行安全課�専門官）
（発表順�敬称略）

「先は明るいと思う」とされた松谷社長漁期中の管理、品種、海上安全など様々な講演がありました
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
コ
ー
プ
こ

う
べ
・
Ｊ
Ｆ

神
戸
市
・
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連

に
よ
る
協
同

組
合
の
連
携

活
動
と
し
て

毎
年
実
施
し

て
い
る
マ
リ

ン
ス
ク
ー
ル

（
２
コ
ー
ス
）

が
今
年
も
開

催
さ
れ
、
参

加
し
た
親
子
連
れ
（
約
80
人
）
は
楽
し
く

漁
業
や
県
内
産
水
産
物
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
第
33
回
と
な
る
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
コ
ー
ス

（
７
月
25
～
26
日
）
で
は
「
せ
り
市
」
を

見
学
し
た
り
、「
魚
の
つ
か
み
取
り
」、「
ヒ

ラ
メ
稚
魚
の
放
流
」、「
タ
コ
の
塩
も
み
」

な
ど
を
体
験
し
た
ほ
か
、
兵
庫
の
漁
業
と

環
境
の
つ
な
が
り
を
学
習
し
ま
し
た
。
ま

た
、
稚
魚
の
放
流
で
は
、
神
戸
市
立
栽
培

漁
業
セ
ン
タ
ー
の
協
力
で
魚
を
増
や
す
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
一
方
、
第
６
回
目
と
な
る
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
コ
ー
ス
（
８
月

１
日・８
月
８
日
）で
は「
干
し
ダ
コ
作
り
」

や
「
ア
ジ
の
三
枚
お
ろ
し
」、「
チ
リ
メ
ン

モ
ン
ス
タ
ー
探
し
」、「
兵
庫
の
漁
業
と
環

境
の
学
習
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
、
普
段
あ
ま
り
魚
に
ふ
れ
る
機
会
が
な

い
の
か
、
ど
の
内
容
も
親
子
で
一
緒
に
目

を
輝
か
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
、
終
了
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
多
く
の
方

が
来
年
も
参
加
し
た
い

と
の
こ
と
で
、
と
て
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
よ

う
で
す
。
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
で
は
、
こ
の
マ
リ
ン

ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
、

漁
業
や
水
産
物
を
よ
り

広
く
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
今
後
と

も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）

　
兵
庫
県
漁
港
漁
場
協
会
（
中
田�

勝
久

会
長
：
南
あ
わ
じ
市
長
）
は
、
８
月
30
日

（
火
）、
湯
村
温
泉
の
「
井
づ
つ
や
」
に
お

い
て
「
第
65
回
通
常
総
会
」、並
び
に
「
第

56
回
兵
庫
県
漁
港
漁
場
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
中
田
会
長
の
開
会
あ

い
さ
つ
に
続
き
、「
水
産
業
の
振
興
に
全

力
を
傾
注
す
る
」
と
の
兵
庫
県
農
政
環
境

部�

新
岡�

史
郎
部
長
の
心
強
い
来
賓
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
議
事
に
入
り
、
新
役

員
を
選
任
す
る
な
ど
、
予
定
さ
れ
た
全
て

の
議
題
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
兵
庫
県
漁
港
漁

場
大
会
に
は
、
県
下
各
地
か
ら
漁
業
者

等
１
６
４
名
が
参
加
し
て
、「
潤
い
と

活
力
あ
る
漁
港
・
漁
村
・
漁
場
づ
く
り

に
ま
い
進
す
る
」
と
い
う
力
強
い
大
会

宣
言
の
あ
と
、
①
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
の
推
進
と
平
成
29
年
度
予
算
の
確

保
、
②
漁
港
海
岸
事
業
の
促
進
と
平
成

29
年
度
予
算
の
確
保
、
③
豊
か
な
海
の

再
生
、
④
県
の
漁
港
漁
場
整
備
等
に
対

す
る
施
策
の
強
化
に
つ
い
て
満
場
一
致

で
大
会
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、

こ
れ
ら
決
議
の
実
現
に
向
け
て
、（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
や
他
府
県
の

漁
港
漁
場
協
会
等
と
連
携
し
て
、
農
林

水
産
省
等
の
関
係
機
関
、
国
会
議
員
、

県
議
会
議
員
、
県
当
局
等
に
働
き
か
け

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
後
開
か
れ
た
情
報
交
換
会
は
、

副
会
長
の
浜
上
勇
人
香
美
町
長
の
挨
拶
の

後
、
新
温
泉
町�

岡
本�

英
樹
町
長
の
乾
杯
で

始
ま
り
、
会
場
は
各
地
域
か
ら
参
集
し
た

漁
業
者
の
楽
し
そ
う
な
歓
声
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。�（
文
：
兵
庫
県
漁
港
漁
場
協
会
）

　
な
お
、
兵
庫
県
漁
港
漁
場
協
会
の
新
た

な
会
長
等
は
次
の
通
り
で
す
。

　
会
長：中
田
勝
久（
南
あ
わ
じ
市
長
）、

副
会
長
：
田
沼
政
男
（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

代
表
理
事
会
長
：
新
任
）、
副
会
長
：

浜
上
勇
人
（
香
美
町
長
）、
代
表
監
事：

川
越
一
男
（
Ｊ
Ｆ
浜
坂
組
合
長
）

（
敬
称
略
）

通
常
総
会
・
漁
港
漁
場
大
会
を
開
催

　

～
県
下
各
地
か
ら
１
６
４
名
集
結
～

干しダコづくり用のタコの掴みどり

魚のさばき方講習

セリ市見学

ヒラメ稚魚の放流（ＪＦ神戸市コース）

今年も開催！ 平成28年度 マリンスクール
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Ｊ
Ｆ
但
馬
（
眞
野�

豊

組
合
長
）
で
は
、
地
元
で

水
揚
げ
さ
れ
る
ア
マ
エ

ビ・ノ
ド
グ
ロ・ド
ギ
（
ノ

ロ
ゲ
ン
ゲ
）、
ハ
タ
ハ
タ
、

香
住
ガ
ニ
（
ベ
ニ
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
原
料

に
し
た
「
但
馬
魚
醤
」
５

品
を
開
発
し
、
９
月
17
日

か
ら
販
売
を
始
め
ま
す
。

　
こ
の
魚
醤
は
、
足
が
取

れ
極
端
に
価
格
が
下
が
っ

た
香
住
ガ
ニ
や
、
小
さ
い

ド
ギ
や
ハ
タ
ハ
タ
と
い
っ

た
未
利
用
魚
を
Ｊ
Ｆ
が
買

い
上
げ
て
加
工
原
料
に
す
る
こ
と
で
漁
業

収
入
の
向
上
へ
と
繋
げ
よ
う
と
、
同
Ｊ
Ｆ

や
大
徳
醤
油
㈱
（
養
父
市
）
な
ど
が
試
行

錯
誤
を
重
ね
、
約
４
年
を
か
け
て
製
品
化

に
成
功
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
、
話
を
伺
っ
た
の
は
同
Ｊ
Ｆ�

丸

山�

和
彦
専
任
部
長
で
、
こ
の
魚
醤
に
つ

い
て
は
「
も
と
も
と
、
カ
ニ
で
魚
醤
を
作

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
開
発
当
初
、

魚
醤
の
よ
う
に
塩
と
カ
ニ
だ
け
で
は
発
酵

せ
ず
、
試
行
錯
誤
の
う
ち
、
醤
油
と
同
様

に
大
豆
・
小
麦
を
入
れ
る
と
発
酵
す
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
魚
醤

と
醤
油
を
合
わ
せ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
調

味
料
で
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
魚

の
風
味
が
強
く
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
ろ
や

か
な
仕
上
げ
を
目
指
し
た
。
５
種
類
は
そ

れ
ぞ
れ
約
10
カ
月
程
度
の
発
酵
期
間
を
微

妙
に
調
整
し
、
風
味
だ
け
で
な
く
色
の
違

い
も
出
す
よ
う
に
し
た
」
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　
原
料
に
つ
い
て
は「
魚
だ
け
で
な
く“
こ

う
の
と
り
育
む
農
法
”
に
よ
る
豊
岡
産
大

豆
・
小
麦
を
使
用
し
て
お
り
、
添
加
物
を

使
わ
ず
、天
然
酵
母
で
発
酵
さ
せ
て
い
る
」

と
さ
れ
、
最
後
に
「
料
理
に
数
滴
使
う
だ

け
で
風
味
が
ぐ
っ
と
増
す
。
風
味
付
け
、

隠
し
味
と
し
て
使
っ
て
頂
け
た
ら
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
気
に
な
る
魚
醤
の
評
価
で
す
が
、
数
人

の
プ
ロ
の
料
理
人
に
意
見
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
「
使
っ
て
み
た
い
」
と
高
い
評
価
を
も

ら
い
、
８
月
24
日
（
木
）、
25
日
（
金
）

の
２
日
間
、同
Ｊ
Ｆ
会
議
室
で
行
わ
れ
た
、

発
酵
王
子
こ
と
伏
木�

暢
顕
さ
ん
に
よ
る

魚
醤
を
使
っ
た
料
理
教
室
や
、
一
般
の
方

や
関
係
団
体
、
行
政
担
当
者
ら
参
加
者
に

よ
る
試
食
会
で
も
、
両
日
訪
れ
た
合
わ
せ

て
約
２
０
０

人
か
ら
も
大

変
好
評
を
得

た
と
の
こ
と

で
す
。

　
同
Ｊ
Ｆ
で

は
９
月
17
日

（
土
）
か
ら
、

Ｊ
Ｆ
の
通
販

サ
イ
ト
と
、

香
住・柴
山・

津
居
山
の
直

売
店
に
て
各

１
０
０
㎖
：

１
、８
０
０
円
（
税
別
）
で
販
売
を
開
始

し
ま
す
。
生
産
量
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

同
Ｊ
Ｆ
以
外
で
は
地
元
民
宿
・
旅
館
を
優

先
的
に
販
売
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
魚
醤
販
売
に
先
立

ち
、
８
月
か
ら
香
住
の
同
Ｊ

Ｆ
「
遊
魚
館
」
で
は
、
香
住

ガ
ニ
の
魚
醤
入
り
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
カ
ニ
を
原
料
に
し
た
魚

醤
は
全
国
で
も
珍
し
い
の
で

す
が
、
こ
れ
を
練
り
込
み
、

付
い
た
名
前
が
「
カ
ニ
し
ょ

4

4

4

4

ゆ
と
ク
リ
ー
ム

4

4

4

4

4

4

」。
魚
醤
の

コ
ク
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ

て
、
ほ
の
か
に
カ
ニ
の
風
味

が
感
じ
ら
れ
る
塩
キ
ャ
ラ
メ

ル
に
似
た
味
わ
い
の
逸
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
を
担

当
す
る
同
Ｊ
Ｆ
職
員�

鈴
木�

俊
哉
さ
ん
は
「
魚
醤
に
使
っ

て
い
る
“
香
住
ガ
ニ
”
と
“
香
住
”
の
地

名
と
共
に
売
り
込
め
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。
香
住
な
ら
で
は
の
ご
当
地
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
是
非
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
商
品
は
通
年
販
売
さ

れ
て
お
り
、「
カ
ニ
し
ょ
ゆ
と
」
と
「
バ

ニ
ラ
」、「
ミ
ッ
ク
ス
」
は
好
評
発
売
中
。

今
後
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
販
売
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
他
に
も
、
県
内
産
の
製
法
に
こ
だ
わ
っ

た
高
品
質
な
ノ
リ
に
、
カ
ニ
や
エ
ビ
の
魚

醤
を
合
わ
せ
た
味
付
け
海
苔
の
商
品
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。
口
の
中
に
パ
ッ
と
広
が

る
カ
ニ
や
エ
ビ
の
風
味
を
楽
し
め
る
味
付

け
海
苔
は
、来
年
１
月
頃
の
販
売
予
定
で
、

魚
醤
同
様
、
Ｊ
Ｆ
で
の
販
売
や
地
元
民
宿

等
で
の
活
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
丸
山

部
長
は
「
他
に
も
魚
醤
を
使
っ
た
商
品
化

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
魚
醤
活
用
か
ら

拡
が
る
新
た
な
展
開
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

「是非、香住で味わってほしい」と話す鈴木さん

魚醤を使った新たな取り組みに今後注目したいですね

ＪＦ但馬が５種類の魚醤を開発！
　～カニ魚醤入りのソフトクリームも販売～
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明
石
市
漁

業
組
合
連
合

会
（
橋
本
幹

也
会
長
：
Ｊ

Ｆ
江
井
ヶ

島
）
は
、
明

石
市
議
会
議

員
の
先
生
方

を
交
え
た
勉

強
会
を
毎
年

開
催
し
て
お

り
、
様
々
な

内
容
で
活
発

な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
10
月
に
法
改
正
が
実
現
し

た
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
つ
い
て

学
び
、意
見
を
交
わ
そ
う
と
、８
月
１
日
（
月
）

兵
庫
県
水
産
会
館
で
開
催
し
、
会
場
に
は
、
同

市
議
会
議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
同
連
合
会
の

関
係
Ｊ
Ｆ
組
合
長
や
関
係
者
を
あ
わ
せ
約
50
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
橋
本
会
長
は
「
漁
獲
量
は
落
ち
込
み
、

漁
場
環
境
の
変
化
な
ど
問
題
が
山
積
す
る
な
か
、

豊
か
な
海
を
取
り
戻
し
、
他
業
種
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
明
石
の
街
を
少
し
で
も
元
気
に
す

る
よ
う
努
め
た
い
」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置

法
の
改
正
」
と
題
し
、
兵
庫
県
農
政
環
境
部�

秋

山
和
裕�

環
境
部
長
が
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
秋

山
部
長
は
、
足
掛
け
11
年
に
及
ぶ
取
り
組
み
の

成
果
と
し
て
実
現
し
た
今
回
の
法
改
正
の
内
容

につい

て
、
ま
た
、
昭
和
48
年
の
臨
時
措
置
法
制
定
の

背
景
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
、
水
質

汚
濁
防
止
法
の
窒
素
・
リ
ン
総
量
規
制
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
最
後

に
は
「
改
正
法
の
宿
題
と
な
っ
た
“
栄
養
塩
と
漁

獲
”
に
つ
い
て
は
、
国
だ
け
で
な
く
、
兵
庫
県
も

研
究
を
進
め
、
国
に
新
た
な
制
度
等
を
提
案
し
て

い
く
」
と
纏
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
の
先
生
方
も
現
在
の
貧
栄
養
を

巡
る
諸
問
題
に
つ
い
て
十
分
認
識
さ
れ
、
そ
の

後
の
意
見
交
換
で
は
、
下
水
処
理
場
の
栄
養
塩

管
理
運
転
や
た
め
池
の
か
い
ぼ
り
等
の
重
要
性

に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｆ
組
合
長
か
ら
の
「
総
量
規
制
の

範
囲
内
で
栄
養
塩
管
理
運
転
を
行
う
中
、
冬
場

に
栄
養
塩
濃
度
を
上
げ
て
放
流
し
て
も
、
夏
場

は
下
げ
な
い
と
い
け
な
い
現
状
を
ど
う
解
決
す

る
の
か
」
と
し
た
意
見
に
対
し
て
、
秋
山
部
長

は
「
環
境
基
準
を
十
分
達
成
し
て
い
る
瀬
戸
内

海
で
の
今
後
の
高
度
処
理
の
是
非
や
、
本
来
の

規
制
の
目
的
に
つ
い
て
原
点
に
返
っ
て
考
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
熱
く
意
気
込
み

を
語
ら
れ
ま

し
た
。
豊
か

な
海
を
目
指

す
漁
業
関
係

者
に
と
っ
て

も
非
常
に
心

強
く
、
有
意

義
な
勉
強
会

と
な
り
ま
し

た
。

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
改
正
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す

　

～
明
石
市
漁
業
組
合
連
合
会
の
勉
強
会
開
催
～

講演を行う秋山部長

　
平
成
25
年
よ
り
始
ま
っ
た
「
ひ
ょ
う
ご
地

魚
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
通
称�
と
れ
ぴ
ち
）」

も
今
年
で
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
店
舗
で

の
水
産
物
販
売
と
、
そ
の
販
売
等
に
コ
ー
プ

こ
う
べ
組
合
員
が
た
ず
さ
わ
っ
て
い
く
運
動

が
一
体
と
な
っ
た
魚
食
普
及
活
動
を
展
開
し

て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
コ
ー
プ
こ
う

べ
組
合
員
の
親
子
を
対
象
に
坂
越
漁
港
（
Ｊ

Ｆ
赤
穂
市
）
に
お
い
て
漁
業
体
験
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
体
験
は
、
参
加
親
子
が
漁
船
に
乗
り

込
み
、
ア
ナ
ゴ
か
ご
漁
と
定
置
網
漁
の
引
き

揚
げ
を
体
験
し
、
昼
食
時
に
は
獲
れ
た
て
の

魚
を
食
べ
る
と
と
も
に
、
兵
庫
の
漁
業
と
環

境
に
つ
い
て
学
習
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
今
年
は
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
５

回
開
催
し
ま
す
。

　
ど
の
回
に
お
い
て
も
、
引

き
揚
げ
体
験
時
、
初
め
て
の

経
験
に
参
加
者
は
、
最
初
は

恐
る
恐
る
ロ
ー
プ
や
網
を
引

き
揚
げ
て
い
ま
す
が
、
徐
々

に
慣
れ
て
く
る
と
魚
が
揚
が

る
た
び
に
歓
声
を
上
げ
て
魚

と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
ま

で
生
き
て
い
た
魚
が
調
理
さ

れ
て
い
く
時
は
、“
か
わ
い
そ
う
”
と
い
う

声
を
上
げ
る
子
供
も
い
ま
す
が
、
命
の
大
切

さ
を
学
び
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
“
お
い

し
い
”
と
声
を
上
げ
て
残
さ
ず
に
食
べ
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
魚
が
苦
手
と
い
う
子
供

や
保
護
者
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
す
る
こ

ろ
に
は
「
こ
れ
か
ら
は
兵
庫
県
産
の
魚
を
食

べ
た
い
」
と
い
う
よ
う
に
魚
に
対
す
る
見
方

が
変
わ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
体
験
に
勝
る

も
の
は
な
い
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
体
験
教
室
自
体
は
小
規
模
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
参
加
者
か
ら
他
の
組
合
員
へ
と
、

コ
ー
プ
こ
う
べ
の
組
合
員
同
士
の
横
の
つ
な

が
り
を
活
用
し
て
も
ら
い
、
兵
庫
の
地
魚
の

良
さ
が
さ
ら
に
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ（
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）

は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
体
験
漁
業
を
通
じ

て
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
魚
を
も
っ
と
身
近

な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
い
、
地
魚
の
普
及
へ

と
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
で
は
体
験
漁
業
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
漁
業
者
の
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ひ
ょ
う
ご
の
魚
の
お
い
し
さ

を
伝
え
、
兵
庫
の
漁
業
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す

た
め
、
ぜ
ひ
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
！

�

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）

コープこうべ組合員親子が漁師体験
　～ひょうご地魚推進プロジェクトでの漁業体験～

船の操船体験

アナゴ籠の引き揚げ体験

タコの塩もみ魚の三枚おろし体験

獲れた魚で昼食
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昨
年
発
足
し
た
大
輪
田
塾
Ｏ
Ｂ
会
（
戎
本�

裕
明

代
表
幹
事
：
１
期
生�

Ｊ
Ｆ
明
石
浦
）
は
、
８
月
6

日
（
土
）、
明
石
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
１
回

目
と
な
る
同
会
の
通
常
総
会
を
開
催
し
、
山
田�

隆

義
塾
長
、
田
和�

正
孝
運
営
委
員
（
関
西
学
院
大
学
）

を
来
賓
に
迎
え
、
修
了
生
・
事
務
局
併
せ
て
約
20
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
戎
本
代
表
幹
事
は
「
開
設
当
時
は
塾
生
を
集
め
る

に
も
苦
労
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
大
輪
田
塾

12
期
生
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
希
望
者
が
増

え
て
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。我
々
Ｏ
Ｂ
が
今
後
、

活
躍
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
輪
田
塾
が
続
い
て
い

く
こ
と
に
な
れ
ば
嬉
し
い
こ
と
」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
挨
拶
に
立
っ
た
山
田
塾
長
は
「
初
代

塾
長�

丸
一�

芳
訓
氏
が
“
兵
庫
の
水
産
業
を
担
う
人

材
育
成
”
を
掲
げ
て
開
設
し
、
今
日
ま
で
続
け
て
く

る
こ
と
が
出
来
た
。
多
く
の
Ｏ
Ｂ
を
輩
出
す
る
な

か
、
こ
の
会
を
も
っ
と
生
か
し
て
、
将
来
の
兵
庫
を

担
っ
て
い
く
組
織
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
話

さ
れ
、
田
和

運
営
委
員
か

ら
は
「
当
初

か
ら
塾
運
営

携
わ
っ
て
き

た
が
皆
さ
ん

か
ら
教
わ
る

こ
と
ば
か
り

で
感
謝
し
て

い
る
。
こ
の

塾
は
全
国
で

も
注
目
さ
れ

る
存
在
と
な
り
、
今
秋
に
は
学
会
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
更
な
る
発
展
の
た
め
に
は
Ｏ
Ｂ

の
力
が
必
要
」
と
今
後
の
同
会
の
活
動
へ
大
き
な
期

待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
濵
根�

秀
樹
幹
事
（
１
期
生
：

Ｊ
Ｆ
浜
坂
）
か
ら
話
題
提
供
と
し
て
、
日
本
海
に
お

け
る
日
韓
漁
業
暫
定
水
域
の
現
状
に
つ
い
て
話
が
あ

り
、
領
海
・
接
続
水
域
等
に
つ
い
て
皆
で
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、「
大
輪

田
塾
Ｏ
Ｂ
会
交
流
会
」
で
は
、
久

し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
仲
間
た

ち
と
の
会
話
や
、
大
輪
田
塾
で
は

恒
例
と
な
っ
た
事
務
局
も
交
え
た

近
況
報
告
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
な
か
、
前
田�

勝
彦
幹

事
（
１
期
生
：
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
）
が

「
今
後
の
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
、会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

大
輪
田
塾
Ｏ
Ｂ
会
通
常
総
会
を
開
催

　

～
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
の
更
な
る
発
展
を
誓
う
～

のり養殖施設への進入事故発生状況
（Ｈ 27．９月１日～Ｈ 28．５月 31日）

恒例の近況報告では山田塾長にもお話頂きました

橋本 昌和幹事（ＪＦ南淡組合長：２期生）
の乾杯の発声で交流会は幕を開けました

のり網注意 神戸海上保安部航行安全課
からのお知らせ
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　７月21日（木）14時～17時、兵庫県農業共済会
館において「医療生協部会 研修会」を開催。「支
部活動、班活動における担い手・後継者づくり」
をテーマとして８医療生協の役職員、組合員あわ
せて81人が参加しました
　研修会では、医療生協さいたま 本部けんこう
文化部 組合員サポート課 杉野亜希子氏を講師に

「ニーズにあわせた医療福祉生協へ～組織改革と
担い手づくり～」と題して、改革に至った背景や
活動の見直しなど、地域包括ケア対応も含めた今
後の課題について事例を挙げてお話しいただきま
した。また、少人数グループに分かれて行われた
意見交換では、医療生協さいたまの活動について
具体的な運用方法などの質問が飛び交いました。
　参加者からは「出来ないではなく、誰もが出来
る活動でなければと仰られたこと、本当にその通
りだと感じました。」「どの医療生協でも抱えてい
る問題について、解決へのヒントを多くいただきま
した。」などの感想が寄せられ、有意義な研修会
となりました。

　県ＪＡ女性組織連絡会は７月19日（火）、みんな
の声かけ運動応援協定を兵庫県と締結しました。
　同運動は、ユニバーサル社会※づくりの一つと
して、障害のある方、高齢者、妊婦、小さな子ど
も連れの方をはじめ、誰もが街中で困っていると
きに、みんなが声をかけて助け合おうという県民
運動です。平成28年度３月末時点で、学校や企業
を含む県内117団体、構成員数12万3,770人が応
援協定を締結しており、このたび新たに29団体が
同運動に加わりました。締結式は、「平成28年度
ひょうごユニバーサル社会づくり推進大会」の中
で行われ、締結団体の代表者が井戸敏三知事と
協定書を取り交わしました。
　同連絡会では、今後同運動の周知に努め、地
域に暮らすＪＡ女性会会員一人一人の意識を高める
ことで、誰もが安心して暮らせる豊かな地域社会
づくりに貢献していきます。

※ 　ユニバーサル社会とは、年齢、性別、障害の
有無、文化などの違いに関わりなく誰もが地域
社会の一員として支え合う中で安心して暮らし、
一人一人が持てる力を発揮して元気に活動でき
る社会

安心して暮らせる社会づくり
みんなの声かけ運動応援協定締結

「兵協連 医療生協部会
 研修会」を開催

28年度新たに応援協定を締結した団体代表者

◀ 井戸知事と協
定書を取り交
わす吉岡代表
世話人
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००
写真と文

༡ํࢠ

外来植物のはなし

◆
佐
用
の
佐さ

用よ

都つ

比ひ

売め

神
社
で
、
孫
が
稚
児
行
列
に
出
る
と
い
う
。
励

ま
し
の
た
め
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
出
掛
け
た
。
神
社
近
く
の
知
人
宅
へ
駐

車
し
神
社
ま
で
歩
い
た
が
、
孫
は
袴
や
薄
い
衣
装
を
喜
び
、
は
し
ゃ
い

で
い
た
。
キ
ラ
キ
ラ
の
冠
が
落
ち
着
き
悪
く
、
何
度
も
括
り
直
し
た
。

そ
の
途
中
の
道
路
脇
で
、
見
掛
け
ぬ
草
が
花
を
つ
け
て
い
て
何
枚
か
撮

っ
た
。
外
来
植
物
の
よ
う
で
、
花
は
淡
青
色
で
可
愛
い
感
じ
だ
っ
た
。

後
日『
帰
化
植
物
図
鑑
』で
調
べ
た
ら
、オ
ミ
ナ
エ
シ
科
の「
ノ
ジ
シ
ャ
」

だ
と
出
て
い
る
。
原
産
地
が
地
中
海
で
、
欧
州
や
豪
州
で
は
サ
ラ
ダ
用

に
栽
培
し
、明
治
初
め
日
本
に
も
導
入
さ
れ
た
が
定
着
せ
ず
と
あ
っ
た
。

◆
今
、
日
本
の
植
物
相
は
帰
化
植
物
を
除
い
て
は
語
れ
な
い
。
帰
化
植

物
を
含
ま
な
い
純
日
本
的
な
植
物
を
見
る
に
は
、
高
山
帯
か
湿
原
あ
る

い
は
保
全
の
行
き
届
い
た
原
生
林
を
訪
れ
る
し
か
な
い
。
都
会
も
田
舎

も
生
え
て
い
る
植
物
の
殆
ん
ど
が
外
来
種
で
、
実
に
多
く
混
じ
っ
た
状

態
な
の
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
降
、
海
外
と
の
交
易
に
よ
っ
て
事
物
が

流
通
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
多
く
の
帰
化
植
物
が
同
道
し
て
来
た
。
戦
後

の
経
済
成
長
期
に
は
、
輸
入
家
畜
飼
料
に
混
じ
っ
た
雑
草
の
タ
ネ
が
や

っ
て
来
、
牧
場
か
ら
逸
出
し
て
日
本
全
国
へ
と
拡
散
し
た
。
農
産
物
市

場
の
急
速
な
自
由
化
に
よ
り
、外
来
植
物
の
侵
入
は
数
知
れ
ず
増
え
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
植
物
相
を
考
え
る
時
は
、
帰
化
植
物
の
現
状
を
知
る
と
同
時
に
、
そ
の
植

物
の
由
来
を
考
え
る
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
な
必
須
課
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
う
の
で
あ
る
。

◆
帰
化
植
物
の
作
物
へ
の
影
響
は
、
生
育
を
著
し
く
阻
害
し
収
量
が
大
き
く
減
少

す
る
。
イ
チ
ビ
と
い
う
ア
オ
イ
科
の
一
年
草
は
、
イ
ン
ド
原
産
で
熱
帯
か
ら
亜
熱

帯
に
広
く
帰
化
し
て
い
る
。
日
本
で
は
一
九
九
〇
年
頃
に
畑
地
で
目
立
ち
始
め
、

九
六
年
の
調
査
で
殆
ど
の
府
県
で
発
生
あ
り
と
報
告
さ
れ
た
と
い
う
。
イ
チ
ビ
の

タ
ネ
は
地
表
10
セ
ン
チ
位
の
所
で
発
芽
す
る
性
質
を
持
ち
、
寿
命
は
20
年
以
上
も

あ
る
。耕
耘
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、深
み
の
タ
ネ
が
地
表
近
く
に
な
っ
て
芽
を
出
す
。

畑
の
強
害
雑
草
の
一
つ
で
、
絶
や
す
に
は
60
℃
の
加
熱
で
30
時
間
必
要
と
実
験
の
結

果
が
出
て
い
る
。
菜
園
の
イ
チ
ビ
は
抜
い
て
も
抜
い
て
も
毎
年
顔
を
見
せ
て
い
る
。

新
天
地
に
住
み
着
い
て
「
我
が
世
は
楽
し
い
ネ
」と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

◆
経
済
成
長
の
著
し
か
っ
た
時
代
。
重
機
に
よ
る
大
型
な
開
発
で
、
日
本
の
山
河

が
大
き
く
削
ら
れ
、
造
成
地
や
高
速
道
路
の
法
面
や
裸
地
に
、
外
国
産
の
牧
草
が

植
え
込
ま
れ
た
。
此
れ
ら
が
野
生
化
し
日
本
の
草
に
な
っ
た
。
外
来
植
物
と
は
人

為
的
に
持
ち
込
ま
れ
た
物
や
飼
料
に
混
じ
っ
て
入
り
、
牧
場
か
ら
拡
が
っ
た
草
で

あ
る
。か
つ
て
貿
易
港
湾
で
新
植
物
が
発
見
さ
れ
た
が
、コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
普
及
・

引
き
込
み
線
の
廃
止
、
除
草
剤
散
布
な
ど
で
侵
入
経
路
が
断
た
れ
、
今
は
余
り
見

ら
れ
な
い
が
無
遠
慮
な
緑
の
侵
入
者
に
は
警
戒
が
必
要
で
あ
る
。

赤
ク
ロ
ー
バ
ー
に
ア
ゲ
ハ

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

ライフジャケットを着用することで助かる可能性は飛躍的に向上
します。
自分自身のため
に、そして、家族
のために是非、着
用してください！

浮力合羽はＪＦ兵庫漁連が開発したもので、皆様の安全をサポー
トします。
浮力は充分にあり、動きやすいように工夫されています。
まだお持ちでない
方は是非！
※�国土交通省の
型式承認試験
基準に合格した
ものではありま
せんので、一人
乗りの漁船の場
合、ライフジャ
ケットを着用し
てください。

海難事故をなくそう！

ライフジャケット（固型式）
モデル：ＪＦ兵庫信漁連営業部業務課�村田�延郎さん モデル：ＪＦ兵庫漁連総務部�川崎�裕聡さん



　
今
年
度
の
現
地
研
修
は
和
歌
山
県
の
串

本
町
で
行
い
、
和
歌
山
県
水
産
試
験
場
と

近
畿
大
学
水
産
研
究
所
大
島
実
験
場
の
２

か
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
８
月
23
日
（
火
）、
こ
の
日
参
加
し
た

塾
生
ら
12
名
は
新
大
阪
駅
か
ら
特
急
に
乗

り
、串
本
町
へ
向
か
い
ま
し
た
。
到
着
後
、

和
歌
山
県
水
産
試
験
場
に
て
「
和
歌
山
県

水
産
試
験
場
の
研
究
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
小
川�

満
也

副
場
長
か
ら
、
同

県
の
水
産
業
の
現

状
や
、
黒
潮
の
位

置
の
観
測
、
ヒ
ジ

キ
の
増
殖
、
ス
マ
（
ヤ
イ
ト
カ
ツ
オ
）
の

完
全
養
殖
な
ど
、
幅
広
い
内
容
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
続
く
施
設
見
学
で
は
、
黒
潮

の
潮
流
観
測
の
画
面
を
見
な
が
ら
説
明
を

受
け
た
り
、
ク
エ
や
シ
ロ
ギ
ス
の
種
苗
生

産
や
採
卵
の
現
場
、
ス
マ
の
稚
魚
育
成
の

状
況
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
塾
生

か
ら
は
黒
潮
が
沿
岸
に
与
え
る
影
響
や
、

シ
ロ
ギ
ス
の
採
卵
条
件
な
ど
次
々
と
質
問

が
出
て
、
活
発
な
意
見
交
換

が
あ
り
ま
し
た
。

　
翌
24
日
訪
れ
た
近
畿
大
学

水
産
研
究
所
大
島
実
験
場
で

は
、
澤
田�

好
史
場
長
か
ら

ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
現
場
で
の

説
明
と
同
研
究
所
の
歴
史
な

ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
同

実
験
場
は
昭
和
45
年
に
開
設

さ
れ
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全

養
殖
の
成
功
や
ク
エ
の
種
苗

生
産
の
成
功
な
ど
の
実
績
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は

ク
ロ
マ
グ
ロ
を
中
心
に
施
設

全
体
の
説
明
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
ず
、
施

設
か
ら
船
で
約
10
分
の
と
こ

ろ
に
浮
か
ぶ
ク
ロ
マ
グ
ロ
養

殖
施
設
で
説
明
を
受
け
た

後
、
給
餌
の
実
演
が
あ
り
、

塾
生
も
挑
戦
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

餌
が
海
面
に
落
ち
る
と
す
ぐ
、
一
斉
に
海

面
か
ら
水
し
ぶ
き
が
上
が
り
、
中
に
は
飛

び
上
が
る
マ
グ
ロ
も
い
る
な
ど
、
迫
力
あ

る
光
景
に
塾
生
ら
は
驚
き
、
盛
ん
に
写
真

に
収
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
説
明
の
中

で
澤
田
場
長
は
「
エ
サ
と
し
て
大
量
の
魚

が
必
要
。
今
後
は
“
マ
グ
ロ
を
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
に
す
る
”
と
し
て
大
豆
な
ど
の
配
合

飼
料
の
研
究
を
進
め
る
」
と
話
さ
れ
、
ク

ロ
マ
グ
ロ
養
殖
の
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
見
聞
き
す
る
こ
と

の
あ
っ
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
養
殖
で
す
が
、

実
際
に
現
場
を
見
て
話
を
聞
く
こ
と
で
、

よ
り
一
層
理
解
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。マグロ養殖について知識を深めることが出来ました

9 September

発行：一般財団法人  兵庫県水産振興基金
〒６73-0883  明石市中崎1丁目2番3号　兵庫県水産会館2F
TEL 078-919-1331　FAX 078-919-1336

現
地
研
修
を
開
催

　

～
和
歌
山
県
串
本
町
で
開
催
～

スマやクエなどの種苗生産現場を見ることが出来ました 黒潮の観測データの説明を受けました

給餌体験でその迫力に驚く11期生長澤さん
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